モザンビーク・1年経過
窪田保（青年海外協力隊員　モザンビーク　理数科教師）

　ご無沙汰しております。早いもので、モザンビークでの生活も1年が経過しました。

　お陰様で元気でやっています。

　
青年海外協力隊は年に3度の派遣（1,2,3次隊）があり、年間に1000人以上が世界中に派遣されています。活動期間は基本的に２年間ですので、常に2000人以上の隊員が活動しているということになります（2005年3月31日時点で2381名）。
　
私の到着後にも、3度の派遣があり、モザンビークの協力隊員数も増加中です。

特に今回の7月派遣の１次隊メンバーは12名だったので、一気に倍増しました。私が到着した際には9名だった協力隊員も現在では25名（1名のシニア隊員も含む）となりました。

まだまだモザンビークの隊員数は増える見込みで、来年には40～50人になるそうです。

それだけ、日本からの技術協力を必要として要請しているということで、モザンビーク内には様々な分野で問題を抱えている証拠でもあります。

しかし、仲間が多くいるというのは心の支えにも、相談相手にもなってもらえますので、隊員にとってはありがたい一面もあります。
この7月、2年前に赴任された2人の隊員（モザンビーク初代隊員）が帰国されました。初代隊員というのは、右も左もわからない状態の中、手探りで活動しなくてはならず、並々ならぬ苦労があったのは確かなことです。様々な知識や経験を元にアドバイスを頂きました先輩隊員には心から感謝をしている次第です。2年間の活動を無事に終えられたのを嬉しく思うと共に、良き目標にもなり、心をもう一度引き締める機会にもなりました。

　私も帰国の際には（気が早いですが）、先輩隊員のように現地の人から「帰らないで」「また絶対に来て」と言われるような信頼関係、絆を作りたいと思います。

　さて今回も3ヶ月、7ヶ月報告に続き、生活や仕事の様子、そしてけん玉活動の報告をさせて頂きます。他に何か無いのか、と言われそうですが活動状況ということで読んでみて下さい。
　「異国の地」ではありますが1年も生活をしておりますと、ここの生活が普通に感じられてしまい、日本に対してどういう様子を伝えれば受けるのかなぁ・・・なんて悩んでいます。
　

　職場（協力隊用語では、配属先）の学校の様子や、モザンビーク料理の様子も書ければ、と今は思っていますが、予定無しで、書きながら思いついたままに書きますのでこの下の本文ではどうなることやら・・・。
　では、始まり始まり。
生活編
私の任地は、ナマーシャという小さな村ですが、標高が高く比較的涼しいことが、夏季には自慢です。

モザンビークの気候は大きく2つに分かれており、雨季（夏季）と乾季（冬季）があります。雨季は11月～4月、乾季は5月～10月です。今年は、モザンビークでも異常気象で、雨季にも雨が全く降らずに干ばつになっていた地域もあるようです。ナマーシャは中間山地なので、比較的雨に恵まれ、日本の梅雨のようにシトシトと雨が続くこともありました。例年は夕方に雨がザァっと来て、あとはカラっと晴れているようですが、皆今年はおかしいといっていました。
そんな雨季も終わり、乾季になったとたん雨が全く降りません。毎日毎日、快晴。なぜこんなにも、はっきりと季節がわかれるのか不思議なくらいです。晴れた空の青さは、日本では見られないと言っても過言ではなく、澄み渡る青の下を歩くのは気持ちが良いです。
あんなに降っていた雨水はどこへやら、現在ではここナマーシャにも水不足の問題が出てきました。

　元々、24時間365日、水道からは水は出ません。水は井戸水を汲んできて使用します。とはいっても、家のお手伝いさんが汲んできてくれるのですが。

6月に入った頃から、水が茶色くなってきました。砂というか、泥が混じっているのです。井戸の底に近い部分から汲むので、泥が撒きあがるようです。日を追うごとに茶色い加減は増し、風呂に入るのも（水浴び）その水なので、体をキレイにしているのかどうか、微妙な感じでした。水浴びを終えて、おけを見ると、底には泥がたまっています。

水は冷たいので鍋で沸かして使うのですが、麦茶でも沸かしているのかと錯覚しそうになるほどです。

さて、そんな日々もつかの間で、6月の中旬には井戸から水がなくなりました。家の近所の井戸はどれも無料でしたが、それからは、職場の中学校の深井戸の水を買い取ることになりました。
１タンク（20L）、2000MT（約10円）。毎日同居人と共に4タンク買うのですが、それで炊事、洗濯、お風呂となると、すぐになくなってしまいます。夜には家に水が一滴もないとか、朝起きると水がないなんていうことはしょっちゅうで、顔も洗わず仕事に行く事もありました・・・。

その水は、生活用の水で、飲み水はまた別です。近所の病院の深井戸から汲む水を一度沸かして飲料水として使っていたのですが、その水も6月から一般開放はなくなりました。なので普段は、お手伝いさんが、彼女の家の近く（我が家から2km程）から持ってきてくれるものを使っています。

水がない生活というのは、少々不便ですが、日本に住んでいたら気付かなかった水の大切さに気付かされました。それにしても、雨が待ち遠しいです。う～ん、水が欲しい。
この半年間、ナマーシャ中に穴を掘る工事（手作業）が進められていました。目的は水道を通すこと。
写真（左）の溝にパイプを通して、右の貯水タンクから水を送る・・・今年の10月完成予定らしいですが、そもそもの水がないのにどうなるのか不思議なものです。私の予想は…「後1年、水は出ない」。
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日本とは季節が逆なので、今の乾季の時期が冬にあたります。はっきり言って、寒いです。
日中は太陽がでているので気持ち良いですが、朝・晩の冷え込みは辛いです。気温は一桁まで下がるようです。この5月までは我が家の窓は、閉まりませんでした。しかし、去年経験した窓の閉まらない冬はイヤだったので、修理してもらいましたので、今年はまだマシです。さらに毛布ももう一枚購入し、
昨年よりは快適に生活しています。
　我が家の窓はまだマシなほうで、学校の教室にいたっては窓ガラスがない（または割れている）ので、朝一番の授業（7時～）の教室は、かなり寒い日があります。私の手もかじかみますが、窓側の生徒が何枚も服を重ねてフードをかぶって手袋をしながら授業を聞いている光景もあります。

ちなみに、モザンビーク人は一般的に寒さに弱く、日本人よりも多く服を重ねます。

そんな水もなく、そして寒いときには家で料理をする気もなくします。今年は授業が多いこともあり、帰りが遅くなったり、疲れたりすると外食に頼ってしまいます。以前まではニワトリ屋しか知らなかったのですが、土地勘も出てきて、食堂もいくつか知ることが出来ました。以下、数種類の食べ物の写真を載せます。

アフリカに来る前までは、「毎日キャッサバイモばかり食べるのかな…」なんてイメージもありましたが、そんなことはありません。むしろ私はキャッサバを食べたのはこれまでに数回です。米が好きなので、自炊の際には必ずご飯を、外で食べるときも極力ご飯のある場所で食べます。

モザンビークで食べる料理の味は基本的にはおいしいですが、塩と油が難点です。

どの料理にもたっぷりの塩と油がしようされており、毎日食べるのは正直辛くなってきます。しかし現地の人は、食堂などで出てくる料理にさらに塩や調味料（コンソメの粉のようなもの）をドバドバとかける人もいます。
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①メーヨ　フランゴ（半分のニワトリ）・・・　400円
ニワトリの半分が下味（塩、コショウ、ニンニク、レモン等）を付けた後に揚げられ、または焼かれた料理。
　隣に付いているのは、フライドポテトとトマトのサラダ。
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　②カリウ　デ　アメンドイン（落花生のカレー）・・・　250円
ピーナッツを臼ですり潰して粉にする。具を煮込んで味付け後、その粉を入れて再び煮込むと完成。白い部分はご飯。
写真はヤギ肉のカレー。野菜でも他の肉でも可。

アメンドインだけでなく、ココナッツミルクを入れると最高。
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　③ぺティスコ　デ　バカ　（牛の煮込み）・・・　130円
牛肉を水、油、塩で煮込む。かなり塩味が強い。
右はシーマと呼ばれる、トウモロコシの粉を水でといて炊いたもの。
シーマはモザンビークを含む近隣国の主食になっており日本で言うご飯にあたる。
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④フェイジョアーダ　（日本語には無い）・・・　300円
フェイジャンと呼ばれる豆の煮込み料理。ポルトガルの料理。
野菜または肉と共に煮込むこと数時間、味付けをして完成。

カレー粉を少々入れるとおいしい。
調理前に水に一晩つけておくと早くできる。
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⑤プレーゴ　ノ　プラット　（ステーキ皿？？）・・・　250円
肉を焼いて目玉焼きを乗せた一品。フライドポテトとサラダが付いてくる。小さな食堂でもあるメニュー。
　サラダにもたっぷりの油（いいレストランならオリーブ油だが、普通はサラダ油）がかかっており、なかなかヘビー。
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⑥そうめん・・・　時価
　ナマーシャを訪れた人のお土産で頂いたもの。

そうめんをゆでた後に、水でさらして冷やすのが普通だが、安全な水がそんなに無いので、ゆでたままを食べる。麺がくっついて、ダンゴのようになるが、涙が出るほど美味い！
首都マプトには、うどん、ソバが売っている店もあり。
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⑦ラウレンティーナ　＆　ドイスM　（地ビール）・・・90円
数字の「２」は「ドイス」。マックさんとマホンさんが開発したビールなので、２Mとなっている。一本100円以下なので嬉しい。

他にも数種類ビールがある。マプトには生ビールもある。

ナマーシャには、生ビールは無い。
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⑧窪田手作りのシチュー・・・時価-
　基本的には、自炊です。奥の鍋は、ご飯。手前はシチュー。
　暖房器具が無い寒い夜には最高。バター、牛乳、野菜で簡単に。

　他にも、カレー（日本味、アメンドイン味、フェイジョアーダ）、スープ、雑炊、うどん、野菜炒め・・・などなど。

　マプトに行けば醤油、みりん、だしの素も買えるので、日本食も作れる。豆腐も味噌も売っている。

　日本食素材はかなり高価だが、たまには食べたい。

⑨その他・・・マプトや海岸沿いに行けば、魚介類料理がおいしい（ナマーシャには無い）。

　この写真を載せる方法は楽なので、次は町の様子や、学校の写真を紹介します。手抜きです。
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ニワトリ売り場・・・一匹350~400円

　　

道端にて、かごの中にぎっしりと入ったニワトリが売られている。

ニワトリは重要なタンパク源になっており、道を歩いていれば、数匹のニワトリの足をわしづかみに持って帰る子どもや女性に会う。
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2 メルカード（市場）
我が家から、職場までの間にある市場。買い物は大体ここ。

玉ねぎ（4個25円）、トマト（4個25円）、ピーマン（3個25円）。
　売り場のおばちゃんと仲良くなれば、楽しく買い物ができる。
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イグレージャ（教会）
　家のすぐ側。由緒ある教会。5月14日に巡礼が行われた。
　よくわからないが、マプトからもすごい数のバスがでて、1万人位が夜にろうそくをもってナマーシャ内を歩く。私も数人の隊員と参加。　　　奇跡がなんとか・・・詳しい話はわからない。

4 [image: image15.jpg]


シャパ（乗り合いのミニバス）

移動の際には必ず必要なもの。トヨタのハイエースを改造し、座席を増やしている。一列4人×4列＋助手席２人の18人が基本だが、混雑時は立ち乗りしたり詰め込むので、苦しい。最高で26人乗車。

写真のシャパはかなり上等だが、ボロボロ、イスが傾いている、フロントガラスが割れている、エンジンがかからない、ドアが閉まりにくいのは当たり前。最初は辛いが、慣れるとシャパ移動も楽しくなる。
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5 ナマーシャ中学校の貯水タンク（20L　10円）
　元々井戸は3つ掘ってあったそうだが、１つは水を汲み上げるタンクが故障している。そのポンプを修理するには10万円（1000US＄）程度かかるらしく、教頭先生は悩んでいる。

　以前は水を無料開放していたが、水不足になり需要が増えたため、有料制になった。実験室のイスを買うためのお金もそこから貯めるというが、本当かどうかは謎。
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学校の給食センター（寮生の食事用）
配属先中学校には300人の寮生の食事を作る場所。毎日、でっかい鍋を直火にかけて、シーマとカレーを作る。主食の大部分はWFP（世界食料計画）からの援助で入るけロコシの粉、お米を使用。

学校の畑で作る野菜とWFRからのアメンドインで、カレーを作る　

下の写真は、寮生の朝食で、小麦粉をお湯でとかしたもの。
メニューは毎日変わらず、栄養は十分ではい・・・と思う。

朝食は9時25分からの20分の休み時間。

昼食は12時、夕食は20時。

学校には豚、カモが飼育されているが、卒業式などのイベント用。

動物は売ってお金にすることもある。

7 学校内のコンピューター室（8台）・・・　１時間100円

一般開放もされている。インターネットに繋がるのも4台ある。

メールはここで送る。しかし、停電、ネットに繋がらない、という
状況も多い。以前まではCDも使えて、家で書いた日本語を送れたが壊れた。町の電話局のパソコンも壊れたので、日本語が送れない。
　この隣には、地域のラジオ局もある。

8 教室
机はイスと一体型の２人用のものだが、机の数が足りない教室では３人が座ることも多々ある。
試験の時も当然同じ状況なので、カンニングし放題。
黒板消しや、チョークなどは先生が授業のたびに持ってくる。

あまり写真を多くするとメールで送れなくなるのでこの辺で終了します。
　仕事の内容については、写真で紹介するのは難しいので、前回の7ヶ月報告を送ってからこれまでにあった出来事を簡単に以下に書きます。最後のページに、活動履歴、活動予定を載せます。
1 同僚の先生が辞めていく・・・
せっかく一緒に仕事をしていた先生が、3人も辞めていきました。

　１人は病気でした、他2名は大学に入るため、というのがその理由でした。大学を出れば、給料の良い職につけるので、仕方が無いのですが、新学年度が始まって授業もあるのに出て行きました・・・。
　辞めた後は、その学年からは化学、または生物の授業がなくなります。代わりの先生が入った学年も、まだ見つからない学年もあります。実験授業云々よりも、普通に授業が出来ないのがモザンビークの現状です。それでも卒業試験などは全国で統一の問題が出されるので、生徒の不安な声も聞こえます。

　生物・化学だけで3人で、すべての教科を含むと、10人以上の先生が辞めていきました。
2 出席番号は何番？？
生徒も、どんどんいなくなりました。なので、一学期の間は生徒が入ったり出たり、クラスが変更したりで、出席番号が3回変更しました。3回ある試験で毎回違う出席番号になってしまい（変更は突如発表され、昔のリストも保存していない）、１学期の成績をつけるのはかなり辛い作業になりました。

１学期の最後の授業は潰して、インタビューです。「前は何番だった？？」と。

3 ２＋２×３＝？？
　前回も書きましたが、生徒の計算力を伸ばそうというか基礎をつけなくては、と考えています。

　化学の授業で、足し算や掛け算が出てくる度に授業が中断される状況に耐えかね、2週間授業を算数の時間に変えました。計算の順序のルールや、負の数、分数などを説明し、小テストを繰り返しました。

　結果は・・・毎日の採点の労力を返してくれ！！というのは冗談ですが、電卓の使用が認められているのに手で計算練習をする意味が生徒にはわからないらしく、気持ちが上手く伝わらなかったようです。

　もちろん、飛躍的に計算力がアップした生徒がいたり、数学の問題を私のところに質問に来る生徒も増えたりと効果はあったようですが・・・。

　昨日市場で買い物をした際、売り場のおばちゃんが　18＋5＝25　だと言ってきて、それを23だとがんばって説明しました。
　ちなみにお金の単位はMT（メティカイス）です。

インフラで数字が大きいので、×1000MTをコントと呼びます（例：5コント＝5000MT）。

日本円に換算するには、MTから０を２つ取って、その数字を2で割ります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（例：10コント＝10000MT＝約50円）

4 近隣中学校の教員を対象に実験セミナー
　同じ配属先の白瀬隊員の前々からの案で、我が中学校にて理科実験セミナーを開催しました。

　私が化学、白瀬隊員が物理実験を担当して、4月30日に行われました。
　2日前夕方、家で料理をしていると校長先生がやってきてそのことを告げられたので、充分な準備は出来ませんでしたが、簡単な実験を4つ（身近な花から作る指示薬、気体の発生とその収集など）紹介しました。

　一時間半遅れで到着したバスから降りてきた各学校の教員は最初やる気がありませんでしたが、実験を進めるに連れて、こちらを信頼してくれたのか、最後は時間を延長して質問に答えたり、顕微鏡の使い方についても説明しました。

　各中学校にも、援助等で入った実験器具があるが、元々実験の授業を受けたことが無く、使い方もわからないので放置してあるという状況を聞き、「また開催してくれ」「今度は生物の分野で」という声を聞いていると、自分の力を必要としてくれる場所がたくさんあるのだと感じました。

　8月、9月には日本から短期派遣の隊員を要請して、州内の中学校を巡って理科実験のデモンストレーションや、器具の整理などの手助けを計画しています。

5 ナマーシャ中学校から日本へ
　同僚の化学の先生が、8月31日から3週間、日本へ「青年招へい」というプログラムで行きます。

　その先生は、辞めた先生の代理で新たに入ってきたのですが、真面目で、日本のことや実験授業に対する関心も高く、よく一緒に実験授業を持っています。私の授業と合わせる10時間以上授業がある日もありますが、その先生のやる気に応えるためにもがんばろうと思っています。
けん玉編
けん玉活動も継続して行っています。今回は、食べ物編のように写真にて紹介します。
①2005年4月2日、けん玉紹介イベント（デモンストレーション＆大会）開催
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　同日に行われた、日本大使館からの理科実験器具引渡し式の後に開催。多くの来賓、観客に恵まれ、テレビ放映もされたようなので、けん玉を広くアピールできました。

2 2005年4月20日、ナマーシャの日のイベントにて、州知事にけん玉紹介
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上記のけん玉紹介イベントでけん玉の名は広がり、郡長よりナマーシャの日にデモンストレーションを依頼されました。中学校宛に届いた出演依頼のレターには、「中国人によるKEN-DAMEの紹介」と書かれてありましたが、喜んで引き受けました。
特に上手な生徒4人がメインになって州知事を始めとした来賓の前でけん玉を紹介しました。

3 ４月30日、ナマーシャ中学校にて科学技術大臣にけん玉紹介
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　この日、ナマーシャ中学校で行われた、インターネットを使った数学コンテストの開会式の場で、生徒4人がけん玉の技を披露しました。私は言葉で説明したのみでしたが、その様子はテレビ放映もされました。

　先日健康診断でマプトの病院に行った際に受付の人に、「テレビで見たあの遊び道具の人か？」と聞かれました。
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④モザンビークの「もしかめ最高記録」保持者
　写真右の生徒は9年生（中学2年）のフラービオ君、19歳。

　5月27日に行った、もしかめ記録挑戦にて、自身の最高記録を大幅に更新し、4時間30分27秒の大記録を達成しました。
　けん玉を触って、まだ8ヶ月と少しでこれだけできるのは、天性の運動神経と、努力の結果としか言いようがありません。

この記録は、日本けん玉協会の約30年間の歴代記録の中でも8位に入ります。

私が歴代1位の記録を持っているのですが、いつか抜かれるのでは…と心配になってしまいます。

　
彼は私の一番のけん玉の生徒でもあり、一番の友人でもあります。日本語も少し勉強していて、日本人に会う度に日本語を使って挨拶をする、明るくて楽しい性格の持ち主です。

　いつか日本に行くのが夢だという彼には、いつまでもけん玉を続けてもらいたいものです。

⑤　2005年6月16、17日に行われた日本文化紹介イベントにてデモンストレーション＆けん玉講座
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先輩隊員の配属先である初頭教員養成学校にて行われた日本文化紹介イベント・ENNICHI（縁日）での写真です。
　11名の隊員が集まり、理科実験、音楽、折り紙、習字、空手、

日本料理（てんぷら、うどん、おにぎり）等を生徒や教員に対して紹介しました。

　私は、けん玉の他は、空手を担当しました。

⑥　「世界の笑顔のために」プログラムにて、けん玉450本が到着
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日本けん玉協会の広島支部、大阪支部の方などに協力を依頼し、JICAのプログラムを利用してけん玉を送って頂きました。

7月9日にナマーシャ中学校に届きました。

できる範囲で、けん玉の魅力をモザンビークに、世界に発信するようにまだまだがんばっていこうと思います。

けん玉が好きな子どもが、モザンビークにもたくさんいます。

　日本から応援してくださる人々への感謝の気持ちを忘れないよう、多くの人とけん玉を通じて交流できればと思っています。

　長くなりましたが、これにて活動1年経過報告を終了します。

　隊員活動は、まだ折り返したばかりです。健康第一で残りの任期を楽しもうと思います。

	期間
	活動内容（理数科）
	活動状況、工夫した点、問題点　等
	その他
	余暇活動（けん玉等）

	8月中旬～

9月中旬
	実験室の整備

（掃除、器具の洗浄・整理）
	水が出ないので、水汲みが毎日の最初の仕事。

数年間放置された器具の汚れは悲惨。

器具は汚くても、「捨てない」をモットーに。
	日本大使館からの草の根無償により器具、薬品は豊富。

授業（化学・生物）の見学。
	ナマーシャの散歩、山登り
近所付き合い、飲み会参加など

	9月中旬～

10月
	実験授業の開始

（8年生の化学）

薬品の整理、展示物作成
	間違っても、しゃべり通す。

化学の先生が来ずに授業をまかされてしまう事が多かった。気楽だが、質問を拾いきれない。
	週に6時間程度。

試験期間後は生徒があまり来ない。最低6人。
	けん玉教室開始

　ナマーシャ中学校（毎週土曜日）
近隣の４小学校でけん玉教室。

生徒と散歩、散策。

	11月
	実験室の整理


	水道の整備完了（掃除する前にして欲しかった）。

教育省から薬品や器具が入る。
	草の根無償最後の物品で、

電子天秤が届く。
	

	12月
	夏休み
	国内旅行（4週間）
	JICAに手記あり
	旅行中、10回のけん玉教室

	1月～4月

（1学期）
	新年度開始

9年生化学の理論及び実験の授業（5クラス）

8年生（化学＆生物）の実験授業（9クラス）

試験作り、採点

　成績付け
	カリキュラムの内容が高度（日本よりも）で、理解させるのが難しい。基礎が無い。

書き取りは、生徒に読んでもらう。

実験授業の際は、予備実験を現地の教員とする。

実験授業のサインは現地教員にしてもらう。

教員の不足・・・授業のない学年もある。

教員が辞めていく・・・大学に入るためらしい。

生徒の出席番号が３度変更（成績付けが悲惨）。
	週に15～25時間。

実験室の様子：

カーテンがつく。

雨漏りがひどい。

床にカビが生える。

大使館からの実験器具引渡し式。
	土曜日に3つのけん玉教室。

平日に2つの小学校へ。

漁業大臣にけん玉披露。

けん玉紹介イベント、大会。

（引渡し式と同日）

「ナマーシャの日」のイベントで生徒と共に州知事にけん玉披露。

	4月～７月

（2学期）
	上記に同じ。夜間の授業。

実験セミナー

算数の授業
	授業の多い日は声を小さい目に。頭が痛い。

近隣５中学の教員を対象に実験セミナー。

２週間、算数の授業（四則計算、負の数、分数など）
	日に１～１１時間。

白瀬隊員の発案。

試験に計算問題。
	けん玉教室。

科学技術大臣にけん玉披露。

ENNICHIでのけん玉講座

	８月中旬

～９月中旬
	州内の中学校で理科実験のデモンストレーション。

セミナーの開催
	各中学校で眠っている実験器具の整理。

各中学校の教員への指導。


	短期派遣隊員との活動

（未定）

日本文化紹介も。
	ナマーシャ中学校にて、日本文化紹介行事を開ければ。

日本‐モザンビーク交流大会。

	今後
	授業の担当

現地教員への指導


	よりわかりやすい授業を行う。

現地教員と実験室の距離（精神的な）を短縮。

薬品の取り扱い方の指導。

実験解説書の作成、配布。　など
	机・イスを入れる。

雨漏りの修復。

床にワックス。

薬品の補充　など
	任期が終わっても、けん玉が終わらないように・・・

日本の大会に招待？？




これまでの活動履歴、今後の活動計画
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